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＜裏面＞

ヘルプマーク・ヘルプカード

１ 取組の概要

秋田県では、平成２９年１２月より「障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性

を尊重し合いながら、共生する社会の実現と、障がいのある方などが社会参加しやすい

環境づくり」を目指す取組のひとつとして、県内の各市町村を通してヘルプマーク・ヘ

ルプカードを配布しています。

ヘルプマーク・ヘルプカードが普及することで、外見からは障がいがあると分からな

い人が援助や配慮を必要するときに、周囲の方の援助を得やすくなります。

２ ヘルプマークとは

義足や人工関節を使用している方、心臓疾患などの内部障がいや難

病の方、または、発達障がいの方など、援助や配慮を必要としている

ことが外見からは分からない方が、周囲の方に配慮を必要としている

ことを知らせるためのものです。

ストラップを利用して、鞄等に着けて使用するようになっています。

３ ヘルプカードとは

障がいのある方などが困ったときに支援を求

めるためのもので、「支援が必要な人」と「支

援できる人」を結ぶカードです。

カードの裏面に、連絡先や必要とする支援の

内容が記載できるようになっていますので、災

害時や緊急時など周囲の人に手助けを求めたい

時などに、ヘルプカードの提示等により手助け

を求めることができます。

４ 配布について

(1) 配布対象者

社会生活などにおいて配慮や援助を必要としている方

（障がいの有無、障害者手帳の有無は問いません。）

(2) 配布場所（秋田市内）

・秋田県秋田地域振興局福祉環境部、秋田県健康福祉部障害福祉課、秋田県福祉相談

センター、秋田県精神福祉センター

・秋田市福祉保健部障がい福祉課、保健所健康管理課、中央を除く各市民サービスセ

ンター、駅東サービスセンター

５ 配布実績（平成２９年１２月３１日現在）

秋田県内 ヘルプマーク ５０１個 ヘルプカード ４１２枚

秋田市内 ヘルプマーク ２０５個 ヘルプカード １９０枚
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